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学術大型研究計画 

・実施期間5-10年程度、予算規模概ね数十億円超 
・公募。研究教育機関長または部局長等が提案 

・策定の方法 
・分野別委員会、部、大型計画分科会で一定の絞り込み 
・その結果の参考に、大型計画分科会で策定。 
・評価の観点は、 
 計画の学術的価値、科学者コミュニティの合意、 
 実施主体、妥当性、共同利用体制の充実度、 
 社会的価値（国民の理解、知的価値、経済的・産業的価値等）、 
 大型研究計画としての適否 など 
 

マスタープラン2014 では 区分I で 192件(物理学24件)が決定 
 素核では、 J-PARC高度化、HL-LHC, ILC, RIBF高度化, HyperK,  
                        XMASS, 高エネルギー重イオン, 光子ビームクォーク核物理,     
                         KamLAND-Zen, Relic Neutrino  の10件 
                  



重点大型研究計画 

・学術大型研究計画の中から、速やかに推進すべき 
 計画として選択する 

・策定の方法 
 ・分野別委員会、部、大型計画分科会で、予備選考。 
 ・その結果を踏まえ、新たに設置する審査小委員会において 
  ヒアリングを含む審査。 
 ・その審査結果を参考に、大型計画分科会が決定。 
 ・評価の観点は、 
  計画の学術的価値、実施主体の明確性（責任を果たせる体制か）、 
  計画の妥当性、成熟度、共同利用体制の充実度、 

  社会的価値（国民の理解、知的価値、経済的・産業的価値等）、 

  大型研究計画としての適否、国家としての戦略性、緊急性 など 

 マスタープラン2014： ヒアリング66件（物理学8件）実施、うち27件（物理学6件）決定。  
 物理学では、J-PARC高度化, HyperK, SKA, LiteBIRD, SPICA, 非平衡極限プラズマ 
   (ILCは別扱い） 



利益相反 

  関係者は日本学術会議会員・連携会員としての高い見識の
もとで、公平で公正な策定・選定を行うことを義務とする。 

 提案者は、分野別委員会、部、大型計画分科会における当該
提案の審査・評価には関与しない。 
 大型計画分科会、審査小委員会の委員は提案者になれない。 

スケジュール 

2月8日 

3月31日 



学術会議（物理学委員会）と素核コミュニティ間の情報交換、意見交換 
素粒子コミュニティ・原子核のコミュニティ間の情報交換、意見交換 
 
素核分野からの提案は、基本的に前回と大きく変わってはいない模様 
   各計画の変更点・この３年間の進展もお聞きし、実現に向けた方策なども 
   考えたい 
  






